
▼
深
沢
地
区
福
祉
バ
ザ
ー

深
沢
地
区
福
祉
バ
ザ
ー

　

1111
月
1717
日
９
時
半
〜

日
９
時
半
〜
1212

時
、
深
沢
行
政
セ
ン
タ
ー
。

時
、
深
沢
行
政
セ
ン
タ
ー
。

衣
類
、
雑
貨
、
野
菜
の
販
売

衣
類
、
雑
貨
、
野
菜
の
販
売

な
ど
。
深
沢
地
区
社
協
☎

な
ど
。
深
沢
地
区
社
協
☎
4848

・
０
０
２
１

・
０
０
２
１

▼
鎌
倉
広
町
の
催
し

鎌
倉
広
町
の
催
し

　

▽

　

▽
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り

コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
1111
月

1313
日
９
時
、
腰
越
行
政
セ
ン

日
９
時
、
腰
越
行
政
セ
ン

タ
ー
。
３
百
円
、
小
学
生
以

タ
ー
。
３
百
円
、
小
学
生
以

下
無
料
。
要
申
込
。

下
無
料
。
要
申
込
。

　

▽

　

▽
収
穫
祭

収
穫
祭
1111
月
1616
日
1010
時

半
〜
半
〜
1212
時
半
、
広
町
緑
地
。

時
半
、
広
町
緑
地
。

収
穫
し
た
お
米
や
作
物
を
味

収
穫
し
た
お
米
や
作
物
を
味

わ
う
。
鎌
倉
広
町
パ
ー
ト
ナ

わ
う
。
鎌
倉
広
町
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
☎

ー
ズ
☎
3232
・
５
１
１
２

・
５
１
１
２

▼
か
ま
く
ら
里
山
フ
ェ
ス
タ

か
ま
く
ら
里
山
フ
ェ
ス
タ

　

1111
月
2323
日
1010
〜
1313
時
、
御

時
、
御

谷
緑
地
。
草
む
し
り
競
争
、

谷
緑
地
。
草
む
し
り
競
争
、

木
登
り
、
昔
遊
び
、
ネ
イ
チ

木
登
り
、
昔
遊
び
、
ネ
イ
チ

ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
。
無

ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
。
無

料
。
鎌
倉
風
致
保
存
会
☎

料
。
鎌
倉
風
致
保
存
会
☎
2323

・
６
６
２
１

・
６
６
２
１

▼
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

1111
月
2424
日
1010
時
半
〜

時
半
〜
1313

時
、
笛
田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

時
、
笛
田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

　

1111
月
2929
日
1313
時
、
鎌
倉
婦

時
、
鎌
倉
婦

人
子
供
会
館
。

人
子
供
会
館
。

　

▽
第
一
部　

藤
島
秀
憲
氏

　

▽
第
一
部　

藤
島
秀
憲
氏

講
演
「
ユ
ー
モ
ア
と
短
歌
の

講
演
「
ユ
ー
モ
ア
と
短
歌
の

現
在
」
▽
第
二
部　

大
下
一

現
在
」
▽
第
二
部　

大
下
一

真
さ
ん
・
香
山
静
子
さ
ん
・
木

真
さ
ん
・
香
山
静
子
さ
ん
・
木

村
雅
子
さ
ん
・
津
金
規
雄
さ

村
雅
子
さ
ん
・
津
金
規
雄
さ

ん
・
藤
島
秀
憲
さ
ん
選
に
よ

ん
・
藤
島
秀
憲
さ
ん
選
に
よ

る
歌
会
。選
者
賞
、鎌
倉
同
人

る
歌
会
。選
者
賞
、鎌
倉
同
人

会
賞
の
表
彰
。無
料
。鎌
倉
歌

会
賞
の
表
彰
。無
料
。鎌
倉
歌

壇
事
務
局

壇
事
務
局
℻  ℻  
6666
・
３
２
９
７

・
３
２
９
７

タ
ー
。リ
メ
イ
ク
作
品
販
売
。

タ
ー
。リ
メ
イ
ク
作
品
販
売
。

工
作
、傘
修
理
、ミ
シ
ン
ハ
ン

工
作
、傘
修
理
、ミ
シ
ン
ハ
ン

ド
ク
ラ
フ
ト
、お
も
ち
ゃ
病

ド
ク
ラ
フ
ト
、お
も
ち
ゃ
病

院
も
。鎌
倉
リ
サ
イ
ク
ル
推

院
も
。鎌
倉
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
会
議
☎

進
会
議
☎
3232
・
９
０
９
４

・
９
０
９
４

▼
第
五
回
佛
立
大
学
講
座

第
五
回
佛
立
大
学
講
座

「
佛
教
の
源
流
を
た
ず
ね
て
」

「
佛
教
の
源
流
を
た
ず
ね
て
」

　

1111
月
2424
日
1111
〜
1717
時
、
顕

時
、
顕

証
寺
（
七
里
ガ
浜
１
―
５
―

証
寺
（
七
里
ガ
浜
１
―
５
―

2121
）
。
福
岡
日
雙
師
と
小
野

）
。
福
岡
日
雙
師
と
小
野

文
珖
師
の
講
義
と
対
談
、
ラ

文
珖
師
の
講
義
と
対
談
、
ラ

イ
ブ
。
食
事
付
。
無
料
。

イ
ブ
。
食
事
付
。
無
料
。

担
当
・
秦
☎

担
当
・
秦
☎
3131
・
６
４
４
１

・
６
４
４
１

▼
夏
目
漱
石
「
草
枕
」
を
読
む

夏
目
漱
石
「
草
枕
」
を
読
む

　

1111
月
１
・

月
１
・
1515
・
2929
日
・
日
・
1212

月
1313
日
1313
時
半
、
全
４
回
、

時
半
、
全
４
回
、

玉
縄
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
。

玉
縄
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
。

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　

食
を
通
じ
て
多
世
代
交

　

食
を
通
じ
て
多
世
代
交

流
。
流
。
1111
月
１
日
鎌
倉
静
養

月
１
日
鎌
倉
静
養

館
、
館
、
1010
日
味
噌
屋
鎌
倉

日
味
噌
屋
鎌
倉

Inoue
Inoue

、
1313
日
チ
ル
ド
レ
ン

日
チ
ル
ド
レ
ン

ズ
カ
フ
ェ
、

ズ
カ
フ
ェ
、
2020
日
ソ
ン
べ
カ

日
ソ
ン
べ
カ

フ
ェ
、

フ
ェ
、
2525
日
ト
ラ
ッ
タ
リ
ア

日
ト
ラ
ッ
タ
リ
ア

フ
ォ
ン
テ
。
各

フ
ォ
ン
テ
。
各
1616
時
。
大
人

時
。
大
人

４
百
円
、
子
ど
も
２
百
円
。

４
百
円
、
子
ど
も
２
百
円
。

申
込
不
要
。
渡
邉
☎
０
９
０

申
込
不
要
。
渡
邉
☎
０
９
０

・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

▼
鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

　

▽

　

▽
晩
秋
の
鎌
倉
巡
り
（
鎌

晩
秋
の
鎌
倉
巡
り
（
鎌

倉
発
・
３
コ
ー
ス
）

倉
発
・
３
コ
ー
ス
）1111
月
２
日

月
２
日

８
時
８
時
5050
分
、
鎌
倉
駅
西
口
横

分
、
鎌
倉
駅
西
口
横

浜
銀
行
駐
車
場
。
▽

浜
銀
行
駐
車
場
。
▽
色
づ
く

色
づ
く

里
山「
広
町
緑
地
」

里
山「
広
町
緑
地
」1212
月
１
日

月
１
日

８
時
８
時
5050
分
、
鎌
倉
駅
西
口
横

分
、
鎌
倉
駅
西
口
横

浜
銀
行
駐
車
場
。各
５
百
円
。

浜
銀
行
駐
車
場
。各
５
百
円
。

　

▽

　

▽
５
㌔
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー

５
㌔
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー

ク
1212
日
鎌
倉
十
橋
巡
り
。
９

日
鎌
倉
十
橋
巡
り
。
９

時
5050
分
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計

分
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計

台
広
場
。
▽

台
広
場
。
▽
1010
㌔
ふ
れ
あ
い

㌔
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク

ウ
ォ
ー
ク
1919
日
晩
秋
の
台
峯

日
晩
秋
の
台
峯

散
策
。
９
時

散
策
。
９
時
5050
分
、
鎌
倉
駅

分
、
鎌
倉
駅

西
口
時
計
台
広
場
。

西
口
時
計
台
広
場
。
2626
日
大
日
大

船
発
・
栗
船
コ
ー
ス
。
９
時

船
発
・
栗
船
コ
ー
ス
。
９
時

5050
分
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
大

分
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
大

船
駅
広
場
。各
２
百
円
。☎
０

船
駅
広
場
。各
２
百
円
。☎
０

倉
ガ
イ
ド
協
会

倉
ガ
イ
ド
協
会
℻  ℻  
2424
・
６
５

・
６
５

２
３
☎

２
３
☎
2424
・
６
５
４
８

・
６
５
４
８

▼
消
防
イ
ベ
ン
ト

消
防
イ
ベ
ン
ト

　

▽

　

▽
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場

消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
1111

月
９
日
９
時
半
〜

月
９
日
９
時
半
〜
1212
時
、
葉

時
、
葉

山
マ
リ
ー
ナ
駐
車
場
。
消
防

山
マ
リ
ー
ナ
駐
車
場
。
消
防

車
乗
車
、
防
火
衣
、
空
気
呼

車
乗
車
、
防
火
衣
、
空
気
呼

吸
器
着
装
な
ど
体
験
。
葉
山

吸
器
着
装
な
ど
体
験
。
葉
山

消
防
本
部
☎
０
４
６
・
８
７

消
防
本
部
☎
０
４
６
・
８
７

６
・
０
１
４
７

６
・
０
１
４
７

　

▽

　

▽
消
防
・
救
急
フ
ェ
ア
２

消
防
・
救
急
フ
ェ
ア
２

０
１
９

０
１
９
1111
月
1010
日
1111
〜
1212
時

半
、
半
、M

r.M
ax

M
r.M
ax

湘
南
藤
沢
。

湘
南
藤
沢
。

消
防
車
乗
車
体
験
、
消
防
音

消
防
車
乗
車
体
験
、
消
防
音

楽
隊
の
演
奏
、
心
肺
蘇
生

楽
隊
の
演
奏
、
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
な
ど
。

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
な
ど
。

藤
沢
市
消
防
局
☎
０
４
６
６

藤
沢
市
消
防
局
☎
０
４
６
６

・
５
０
・
８
２
４
９

・
５
０
・
８
２
４
９

　

▽

　

▽
逗
子
２
０
１
９
火
災
予

逗
子
２
０
１
９
火
災
予

防
フ
ェ
ア

防
フ
ェ
ア
1111
月
1616
日
1010
〜
1212

時
、
池
子
小
学
校
。
は
し
ご

時
、
池
子
小
学
校
。
は
し
ご

車
搭
乗
体
験
な
ど
。
逗
子
市

車
搭
乗
体
験
な
ど
。
逗
子
市

消
防
本
部
☎
０
４
６
・
８
７

消
防
本
部
☎
０
４
６
・
８
７

１
・
４
３
２
６

１
・
４
３
２
６

▼
逗
子
市
戦
没
者
追
悼
式

逗
子
市
戦
没
者
追
悼
式

　

1111
月
1414
日
1010
時
半
、
逗
子

時
半
、
逗
子

文
化
プ
ラ
ザ
。
戦
争
の
悲
惨

文
化
プ
ラ
ザ
。
戦
争
の
悲
惨

さ
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る

さ
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る

パ
ネ
ル
展
示
と
ビ
デ
オ
上
映

パ
ネ
ル
展
示
と
ビ
デ
オ
上
映

も
。
無
料
。
逗
子
市
社
会
福

も
。
無
料
。
逗
子
市
社
会
福

祉
課
☎
０
４
６
・
８
７
３
・

祉
課
☎
０
４
６
・
８
７
３
・

１
１
１
１

１
１
１
１

▼
な
か
よ
し
大
船
こ
ど
も
食
堂

な
か
よ
し
大
船
こ
ど
も
食
堂

　

1111
月
1414
日
・
日
・
1212
月
1212
日
・
日
・

１
月
９
日
・
２
月

１
月
９
日
・
２
月
1313
日
・
３

日
・
３

月
1212
日
1616
時
半
、
カ
ト
リ
ッ

時
半
、
カ
ト
リ
ッ

ク
大
船
教
会
。
交
流
と
夕
食

ク
大
船
教
会
。
交
流
と
夕
食

会
。
無
料
。
申
込
不
要
。
同

会
。
無
料
。
申
込
不
要
。
同

食
堂
☎

食
堂
☎
4545
・
９
７
２
８

・
９
７
２
８

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑

北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑

を
と
も
に

を
と
も
に

　

▽

　

▽
山
の
手
入
れ

山
の
手
入
れ
1111
月
1616
日

1010
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

▽
山
歩
き

山
歩
き
1717
日
９
時
、
山
ノ

日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
台
峯
ト

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
台
峯
ト

ラ
ス
ト
・
望
月
方
☎

ラ
ス
ト
・
望
月
方
☎
4545
・
７
・
７

４
２
０

４
２
０

▼
か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も

か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も

喜
ぶ
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

喜
ぶ
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

1111
月
1919
日
1313
時
半
、
玉
縄

時
半
、
玉
縄

学
習
セ
ン
タ
ー
。
ウ
ォ
ー
キ

学
習
セ
ン
タ
ー
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
方
法
や
効
果
を
学

ン
グ
の
方
法
や
効
果
を
学

ぶ
。
無
料
。
要
申
込
。
市
市

ぶ
。
無
料
。
要
申
込
。
市
市

民
健
康
課
☎

民
健
康
課
☎
6161
・
３
９
７
７

・
３
９
７
７

▼
第
２
５
４
回
歌
の
サ
ロ
ン

第
２
５
４
回
歌
の
サ
ロ
ン

　

1111
月
2020
日
1414
時
、
戸
塚
の

時
、
戸
塚
の

さ
く
ら
プ
ラ
ザ
。
参
加
型
合

さ
く
ら
プ
ラ
ザ
。
参
加
型
合

唱
と
ミ
ニ
演
奏
会
。
千
円
。

唱
と
ミ
ニ
演
奏
会
。
千
円
。

古
川
方
☎

古
川
方
☎
2222
・
２
１
３
１

・
２
１
３
１

▼
第
４
回
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

第
４
回
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

inin
森
戸
海
岸

森
戸
海
岸

　

1111
月
2323
日
９
時
、
森
戸
海

日
９
時
、
森
戸
海

岸
。
５
人
一
組
で
ご
み
拾
い

岸
。
５
人
一
組
で
ご
み
拾
い

の
質
と
量
を
競
う
。
参
加
は

の
質
と
量
を
競
う
。
参
加
は

1414
日
ま
で
に

日
ま
で
に
℻  ℻  
で
申
込
。
葉

で
申
込
。
葉

山
元
町
商
店
会
菊
水
亭

山
元
町
商
店
会
菊
水
亭
℻  ℻  
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
０
０
４
６

０
４
６
・
８
７
５
・
０
０
４
６

▼
鎌
倉
全
国
俳
句
大
会

鎌
倉
全
国
俳
句
大
会

　

1111
月
2424
日
９
時
、
鶴
岡
八

日
９
時
、
鶴
岡
八

幡
宮
直
会
殿
。

幡
宮
直
会
殿
。1313
時
、写
真
家

時
、写
真
家

浅
井
慎
平
さ
ん
と
俳
人
星
野

浅
井
慎
平
さ
ん
と
俳
人
星
野

高
士
さ
ん
の
対
談
、

高
士
さ
ん
の
対
談
、
1414
時
半
時
半

表
彰
式
な
ど
。入
場
料
千
円
、

表
彰
式
な
ど
。入
場
料
千
円
、

当
日
投
句
料
千
円
、高
校
生

当
日
投
句
料
千
円
、高
校
生

以
下
無
料
。
鎌
倉
虚
子
立
子

以
下
無
料
。
鎌
倉
虚
子
立
子

記
念
館
☎

記
念
館
☎
6161
・
２
６
８
８

・
２
６
８
８

▼
歌
声
サ
ロ
ン

歌
声
サ
ロ
ン

　

1212
月
７
日

月
７
日
1313
時
半
、
玉
縄

時
半
、
玉
縄

学
習
セ
ン
タ
ー
。
童
謡
、
愛

学
習
セ
ン
タ
ー
。
童
謡
、
愛

唱
歌
な
ど
を
楽
器
の
伴
奏
で

唱
歌
な
ど
を
楽
器
の
伴
奏
で

歌
う
。
無
料
。

歌
う
。
無
料
。
2222
日
ま
で
に

日
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
申
込
。
同
セ

往
復
ハ
ガ
キ
で
申
込
。
同
セ

ン
タ
ー
☎

ン
タ
ー
☎
4444
・
２
２
１
９

・
２
２
１
９

▼
親
子
景
観
セ
ミ
ナ
ー

親
子
景
観
セ
ミ
ナ
ー

　

1111
月
3030
日
９
時
半
、
旧
村

日
９
時
半
、
旧
村

上
邸
、
旧
華
頂
宮
邸
。
歴
史

上
邸
、
旧
華
頂
宮
邸
。
歴
史

的
建
造
物
の
持
続
的
な
活
用

的
建
造
物
の
持
続
的
な
活
用

方
法
を
考
え
る
。
鎌
倉
市
内

方
法
を
考
え
る
。
鎌
倉
市
内

在
住
・
在
学
の
小
学
４
〜
６

在
住
・
在
学
の
小
学
４
〜
６

年
生
の
親
子
。
無
料
。

年
生
の
親
子
。
無
料
。
1515

日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
、

日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
、
℻  ℻  
、
メ
、
メ

ー
ル
で
申
込
。

ー
ル
で
申
込
。keikan@

keikan@

c
it
y
.k
a
m
a
k
u
r
a
.

c
it
y
.k
a
m
a
k
u
r
a
.

kanagaw
a.jp

kanagaw
a.jp

都
市
景
観

都
市
景
観

課
℻  ℻  
2323
・
８
７
０
０
☎

・
８
７
０
０
☎
6161
・

３
４
７
７

３
４
７
７

９
０
・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

９
０
・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

▼
R
u
n
伴
＋
三
浦
半
島
２
０
１
９

伴
＋
三
浦
半
島
２
０
１
９

　

1111
月
２
日
金
沢
区
９
時
、

月
２
日
金
沢
区
９
時
、

３
日
横
須
賀
８
時
半
・
４
日

３
日
横
須
賀
８
時
半
・
４
日

逗
子
葉
山
三
浦
８
時
半
。
認

逗
子
葉
山
三
浦
８
時
半
。
認

知
症
状
の
あ
る
方
と
共
に
リ

知
症
状
の
あ
る
方
と
共
に
リ

レ
ー
を
達
成
し
地
域
づ
く

レ
ー
を
達
成
し
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
。
ラ
ン
ニ
ン

り
を
目
指
す
。
ラ
ン
ニ
ン

グ
、
ト
レ
イ
ル
、
徒
歩
コ
ー

グ
、
ト
レ
イ
ル
、
徒
歩
コ
ー

ス
な
ど
。
２
百
円
。
申
込

ス
な
ど
。
２
百
円
。
申
込

runtom
op
lusm

iura@
runtom

op
lusm

iura@

gm
ail.com

gm
ail.com

玉
井
☎
０
７

玉
井
☎
０
７

０
・
７
５
１
４
・
５
５
４
８

０
・
７
５
１
４
・
５
５
４
８

▼
鎌
倉
て
ら
こ
や

鎌
倉
て
ら
こ
や

　

▽

　

▽
て
ら
ハ
ウ
ス

て
ら
ハ
ウ
ス
1111
月
２
・

月
２
・

９
・
９
・
1616
・
2323
日
1010
時
、
大
船

時
、
大
船

の
千
里
ビ
ル
。
午
前
学
び
、

の
千
里
ビ
ル
。
午
前
学
び
、

午
後
遊
び
。
▽

午
後
遊
び
。
▽
朗
読
体
験

朗
読
体
験
1717

日
1313
時
、
浄
智
寺
。
三
世
代

時
、
浄
智
寺
。
三
世
代

で
朗
読
を
楽
し
む
。

で
朗
読
を
楽
し
む
。

　

小
中
学
生
と
保
護
者
。
各

　

小
中
学
生
と
保
護
者
。
各

千
円
。
事
務
局
☎

千
円
。
事
務
局
☎
8484
・
９
７

・
９
７

４
６
４
６

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
催
し

の
催
し

　

▽

　

▽
菊
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

菊
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
1111
月

２
・
３
・
４
・
９
・

２
・
３
・
４
・
９
・
1010
・
1616

・
1717
日
1010
時
半
・

時
半
・
1313
時
半
、

時
半
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
集
合
。
無

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
集
合
。
無

料
。
▽

料
。
▽
郷
原
繁
利
・
渚
ま
い

郷
原
繁
利
・
渚
ま
い

こ
デ
ュ
オ

こ
デ
ュ
オ
３
日
３
日
1111
・
1414
時
。
時
。

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
と
ピ
ア
ノ
の

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
と
ピ
ア
ノ
の

ジ
ャ
ズ
。
無
料
。
▽

ジ
ャ
ズ
。
無
料
。
▽
弦
楽
四

弦
楽
四

重
奏
の
響
き

重
奏
の
響
き
1717
日
1111
・
1414

時
。
無
料
。

時
。
無
料
。

　

▽

　

▽
Ａ
正
月
の
和
風
寄
せ
植

Ａ
正
月
の
和
風
寄
せ
植

え
づ
く
り

え
づ
く
り
1212
月
７
日

月
７
日
1010
時
・
時
・

1313
時
半
。
３
千
５
百
円
。

時
半
。
３
千
５
百
円
。
Ｂ

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り

1212
月
８
日

月
８
日
1313
時
半
。
２
千

時
半
。
２
千

円
。
Ａ
Ｂ
は

円
。
Ａ
Ｂ
は
2020
日
ま
で
に
往

日
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
申
込
。
入
園
料

復
ハ
ガ
キ
で
申
込
。
入
園
料

４
百
円
。
☎

４
百
円
。
☎
4646
・
２
１
８
８

・
２
１
８
８

▼
か
ま
く
ら
介
護
の
お

か
ま
く
ら
介
護
の
お

仕
事
知
り
隊
カ
フ
ェ

仕
事
知
り
隊
カ
フ
ェ

　

1111
月
９
日

月
９
日
1111
時
、
鎌
倉
市

時
、
鎌
倉
市

福
祉
セ
ン
タ
ー
。
介
護
従
業

福
祉
セ
ン
タ
ー
。
介
護
従
業

者
か
ら
現
場
の
話
を
聞
く
。

者
か
ら
現
場
の
話
を
聞
く
。

1313
時
、ア
ロ
マ
活
用
の
話
。無

時
、ア
ロ
マ
活
用
の
話
。無

料
。市
社
協
☎

料
。市
社
協
☎
2323
・
１
０
７
５

・
１
０
７
５

▼
第
2323
回
写
真
供
養
感
謝
祭

回
写
真
供
養
感
謝
祭

　

1111
月
９
日

月
９
日
1111
〜
1515
時
、
浄

時
、
浄

智
寺
。
住
職
の
読
経
で
写
真

智
寺
。
住
職
の
読
経
で
写
真

に
感
謝
を
込
め
て
供
養
す

に
感
謝
を
込
め
て
供
養
す

る
。
先
着
順
に
受
付
、
供
養

る
。
先
着
順
に
受
付
、
供
養

料
志
納
。
実
行
委
☎
０
９
０

料
志
納
。
実
行
委
☎
０
９
０

・
９
８
１
２
・
２
７
１
７

・
９
８
１
２
・
２
７
１
７

▼
第
2424
回
ふ
じ
さ
わ
環

回
ふ
じ
さ
わ
環

境
フ
ェ
ア

境
フ
ェ
ア

　

1111
月
９
日

月
９
日
1010
〜
1515
時
、
藤

時
、
藤

沢
市
民
会
館
。
パ
ネ
ル
展

沢
市
民
会
館
。
パ
ネ
ル
展

示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
飲

示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
飲

食
ブ
ー
ス
な
ど
。
無
料
。
藤

食
ブ
ー
ス
な
ど
。
無
料
。
藤

沢
市
環
境
総
務
課
☎
０
４
６

沢
市
環
境
総
務
課
☎
０
４
６

６
・
６
・
2525
・
１
１
１
１

・
１
１
１
１

▼
葉
山
ス
ケ
ッ
チ
教
室

葉
山
ス
ケ
ッ
チ
教
室

　

1111
月
1010
日
（
雨
天

日
（
雨
天
1717
日
）
日
）

1010
時
、
葉
山
公
園
。
画
材
持

時
、
葉
山
公
園
。
画
材
持

参
。
５
百
円
。

参
。
５
百
円
。
℻  ℻  
か
郵
送
で

か
郵
送
で

申
込
。
三
菱
電
機
ラ
イ
フ
サ

申
込
。
三
菱
電
機
ラ
イ
フ
サ

ー
ビ
ス

ー
ビ
ス
℻  ℻  
０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
4444
・

２
１
５
１
☎

２
１
５
１
☎
3333
・
５
５
７
２

・
５
５
７
２

▼
鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

　

▽

　

▽
鎌
倉
古
道
「
下
の
道
」

鎌
倉
古
道
「
下
の
道
」

を
辿
る

を
辿
る
1111
月
1414
・
1818
・
2222
日

９
時
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
三

９
時
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
三

ツ
沢
上
町
地
上
階
改
札
口
。

ツ
沢
上
町
地
上
階
改
札
口
。

三
ツ
沢
か
ら
帷
子
へ
丘
陵
の

三
ツ
沢
か
ら
帷
子
へ
丘
陵
の

尾
根
歩
き
。
豊
顕
寺
、
神
明

尾
根
歩
き
。
豊
顕
寺
、
神
明

社
、
金
沢
横
町
な
ど
。

社
、
金
沢
横
町
な
ど
。

　

▽

　

▽
地
獄
・
極
楽
め
ぐ
り

地
獄
・
極
楽
め
ぐ
り
2626

・
2727
・
2828
・
2929
日
９
時
半
、

日
９
時
半
、

Ｊ
Ｒ
北
鎌
倉
駅
西
口
交
番

Ｊ
Ｒ
北
鎌
倉
駅
西
口
交
番

横
。
円
応
寺
、
建
長
寺
、
鎌

横
。
円
応
寺
、
建
長
寺
、
鎌

倉
湖
畔
、
称
名
寺
な
ど
。

倉
湖
畔
、
称
名
寺
な
ど
。

　

▽

　

▽
横
濱
山
手
・
世
界
の
ク

横
濱
山
手
・
世
界
の
ク

リ
ス
マ
ス

リ
ス
マ
ス
1212
月
６
・

月
６
・
1212
・
2020

日
1313
時
半
、
み
な
と
み
ら
い

時
半
、
み
な
と
み
ら
い

線
元
町
・
中
華
街
駅
６
番
出

線
元
町
・
中
華
街
駅
６
番
出

口
。
横
浜
外
国
人
墓
地
資
料

口
。
横
浜
外
国
人
墓
地
資
料

館
、
イ
ギ
リ
ス
館
な
ど
。

館
、
イ
ギ
リ
ス
館
な
ど
。

　

各
５
百
円
（
交
通
費
・
拝

　

各
５
百
円
（
交
通
費
・
拝

観
料
別
）
。
申
込
は
１
週
間

観
料
別
）
。
申
込
は
１
週
間

前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か

前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
℻  ℻  
。
鎌
。
鎌

鎌
倉
市
内
在
住
の

鎌
倉
市
内
在
住
の
6060
歳
以
上

歳
以
上

対
象
。
講
師
は
神
奈
川
歯
科

対
象
。
講
師
は
神
奈
川
歯
科

大
学
赤
羽
根
龍
夫
名
誉
教

大
学
赤
羽
根
龍
夫
名
誉
教

授
。
２
百
円
。
要
申
込
。
同

授
。
２
百
円
。
要
申
込
。
同

セ
ン
タ
ー
☎

セ
ン
タ
ー
☎
4747
・
１
３
３
８

・
１
３
３
８

▼
歴
史
講
座
「
鎌
倉
の

歴
史
講
座
「
鎌
倉
の

歴
史
よ
も
や
ま
話
」

歴
史
よ
も
や
ま
話
」

　

1111
月
６
・

月
６
・
2727
日
・
日
・
1212
月
1111

日
1010
時
、
全
３
回
、
玉
縄
す

時
、
全
３
回
、
玉
縄
す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
市

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
市

内
在
住
の

内
在
住
の
6060
歳
以
上
対
象
。

歳
以
上
対
象
。

学
芸
員
・
玉
林
美
男
さ
ん
が

学
芸
員
・
玉
林
美
男
さ
ん
が

鎌
倉
の
地
名
の
由
来
や
遺
跡

鎌
倉
の
地
名
の
由
来
や
遺
跡

を
説
明
。
資
料
代
２
百
円
。

を
説
明
。
資
料
代
２
百
円
。

要
申
込
。
同
セ
ン
タ
ー
☎

要
申
込
。
同
セ
ン
タ
ー
☎
4747

・
１
３
３
８

・
１
３
３
８

▼
友
の
会
家
事
家
計
講
習
会

友
の
会
家
事
家
計
講
習
会

　

▽

　

▽
逗
子
逗
子
1111
月
1414
日
1010
時
、
時
、

逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
。
４
百

逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
。
４
百

円
、
託
児
１
５
０
円
。
☎
０

円
、
託
児
１
５
０
円
。
☎
０

４
６
・
８
７
６
・
３
８
０
８

４
６
・
８
７
６
・
３
８
０
８

　

▽

　

▽
鎌
倉
①

鎌
倉
①
1919
日
1010
時
、
鎌

時
、
鎌

倉
婦
人
子
供
会
館
。
②

倉
婦
人
子
供
会
館
。
②
2323
日

1414
時
、玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
。

時
、玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
。

３
５
０
円
、託
児
２
５
０
円
。

３
５
０
円
、託
児
２
５
０
円
。

各
要
申
込
。☎

各
要
申
込
。☎
4343
・
０
１
４
４

・
０
１
４
４

▼
漢
詩
講
演
会
「
漢
詩

漢
詩
講
演
会
「
漢
詩

の
四
季
、
日
本
の
四
季
」

の
四
季
、
日
本
の
四
季
」

　

1111
月
1313
日
1414
時
、
神
奈
川

時
、
神
奈
川

近
代
文
学
館
。
高
芝
麻
子
横

近
代
文
学
館
。
高
芝
麻
子
横

浜
国
大
教
育
学
部
准
教
授
が

浜
国
大
教
育
学
部
准
教
授
が

季
節
を
切
り
口
に
漢
詩
に
つ

季
節
を
切
り
口
に
漢
詩
に
つ

い
て
語
る
。
無
料
。
神
奈
川

い
て
語
る
。
無
料
。
神
奈
川

県
漢
詩
連
盟
☎
０
４
６
・
２

県
漢
詩
連
盟
☎
０
４
６
・
２

３
３
・
７
６
４
１

３
３
・
７
６
４
１

▼
終
活
を
考
え
る
―
今

終
活
を
考
え
る
―
今

か
ら
で
き
る
こ
と

か
ら
で
き
る
こ
と

　

1111
月
2222
日
1010
時
、
腰
越
支

時
、
腰
越
支

所
。
司
法
書
士
が
実
例
を
交

所
。
司
法
書
士
が
実
例
を
交

え
て
話
す
。
鎌
倉
市
内
在
住

え
て
話
す
。
鎌
倉
市
内
在
住

者
対
象
。
無
料
。
要
申
込
。

者
対
象
。
無
料
。
要
申
込
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
聖

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
聖

テ
レ
ジ
ア
☎

テ
レ
ジ
ア
☎
3838
・
１
５
８
１

・
１
５
８
１

▼
文
章
道
場

文
章
道
場

　

1111
月
2323
日
1010
時
、
鎌
倉
市

時
、
鎌
倉
市

佐
助
の
銀
の
鈴
社
。
自
分

佐
助
の
銀
の
鈴
社
。
自
分

史
、
手
紙
、
日
記
、
実
用
文

史
、
手
紙
、
日
記
、
実
用
文

書
な
ど
、
目
的
に
応
じ
た
指

書
な
ど
、
目
的
に
応
じ
た
指

導
。
３
千
円
。
要
申
込
。
銀

導
。
３
千
円
。
要
申
込
。
銀

の
鈴
社
☎

の
鈴
社
☎
6161
・
１
９
３
０

・
１
９
３
０

▼
環
境
セ
ミ
ナ
ー

環
境
セ
ミ
ナ
ー

　

1111
月
2424
日
鎌
倉
市
福
祉
セ

日
鎌
倉
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
。

ン
タ
ー
。
1313
時
半
、「
プ
ラ

時
半
、「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
リ
デ
ュ
ー
ス

ス
チ
ッ
ク
の
リ
デ
ュ
ー
ス

・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

ル
」
。
講
師
は
東
ア
ジ
ア
・

ル
」
。
講
師
は
東
ア
ジ
ア
・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
研
究
セ
ン

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
研
究
セ
ン

タ
ー
の
小
島
道
一
さ
ん
。

タ
ー
の
小
島
道
一
さ
ん
。
1414

時
半
、「
鎌
倉
市
に
お
け
る
プ

時
半
、「
鎌
倉
市
に
お
け
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
処
理
の

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
処
理
の

流
れ
と
削
減
の
取
り
組
み
」。

流
れ
と
削
減
の
取
り
組
み
」。

無
料
。

無
料
。
℻  ℻  
か
メ
ー
ル
で
申

か
メ
ー
ル
で
申

込
。
込
。e191124@

ew
g.jp

e191124@
ew
g.jp

鎌
倉
の
ご
み
減
量
を
す
す
め

鎌
倉
の
ご
み
減
量
を
す
す
め

る
会
る
会
℻  ℻  
5353
・
９
３
０
９

・
９
３
０
９

▼
第
１
回
人
生
会
議

第
１
回
人
生
会
議
inin
鎌
倉
鎌
倉

　

1111
月
3030
日
1313
時
、
妙
本

時
、
妙
本

寺
、
寺
、
1212
月
３
日

月
３
日
1414
時
、
鎌
倉

時
、
鎌
倉

芸
術
館
。
終
末
期
へ
の
備
え

芸
術
館
。
終
末
期
へ
の
備
え

や
心
構
え
を
医
師
が
話
す
。

や
心
構
え
を
医
師
が
話
す
。

５
百
円
。
要
申
込
。
か
ま
く

５
百
円
。
要
申
込
。
か
ま
く

ら
地
域
介
護
支
援
機
構
☎

ら
地
域
介
護
支
援
機
構
☎
4646

・
０
７
８
８

・
０
７
８
８

●
菊
に
も
物
語
が

菊
に
も
物
語
が

　

秋
。
菊
香
る
十
一
月
。
皇

　

秋
。
菊
香
る
十
一
月
。
皇

居
で
は
文
化
勲
章
の
授
与

居
で
は
文
化
勲
章
の
授
与

式
。
１
９
３
７
年
（
昭
和

式
。
１
９
３
７
年
（
昭
和

1212
）
に
制
定
。
勲
章
の
意
匠

）
に
制
定
。
勲
章
の
意
匠

は
橘
の
花
。
昭
和
天
皇
の
選

は
橘
の
花
。
昭
和
天
皇
の
選

定
と
い
わ
れ
て
い
る
。

定
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

桜
は
国
花
、
菊
は
皇
室
、

　

桜
は
国
花
、
菊
は
皇
室
、

橘
は
御
所
・
紫
宸
殿
の
南
庭

橘
は
御
所
・
紫
宸
殿
の
南
庭

に
咲
く
由
緒
あ
る
常
緑
樹
。

に
咲
く
由
緒
あ
る
常
緑
樹
。

一
方
、
菊
は
秋
だ
け
の
花
、

一
方
、
菊
は
秋
だ
け
の
花
、

古
く
は
薬
草
と
し
て
菊
酒
を

古
く
は
薬
草
と
し
て
菊
酒
を

飲
み
、
長
寿
の
神
＝
菊
慈
童

飲
み
、
長
寿
の
神
＝
菊
慈
童

の
信
仰
を
生
ん
だ
。

の
信
仰
を
生
ん
だ
。

　

万
葉
集
に
菊
は
一
首
も
詠

　

万
葉
集
に
菊
は
一
首
も
詠

ま
れ
て
い
な
い
が
、
平
安
期

ま
れ
て
い
な
い
が
、
平
安
期

に
は
「
着
せ
綿
」
の
風
習
が

に
は
「
着
せ
綿
」
の
風
習
が

女
性
の
心
を
捉
え
、
菊
に
降

女
性
の
心
を
捉
え
、
菊
に
降

り
た
夜
露
で
肌
を
拭
え
ば
美

り
た
夜
露
で
肌
を
拭
え
ば
美

し
く
輝
く
ば
か
り
と
か
。
江

し
く
輝
く
ば
か
り
と
か
。
江

戸
期
、
巣
鴨
・
染
井
に
は
八

戸
期
、
巣
鴨
・
染
井
に
は
八

代
将
軍
吉
宗
の
頃
か
ら
菊
の

代
将
軍
吉
宗
の
頃
か
ら
菊
の

造
り
物
が
見
物
客
を
喜
こ
ば

造
り
物
が
見
物
客
を
喜
こ
ば

せ
た
と
い
う
。

せ
た
と
い
う
。

　

獅
子
の
子
落
と
し
、
布
袋

　

獅
子
の
子
落
と
し
、
布
袋

の
唐
子
遊
び
、
九
尾
の
狐
な

の
唐
子
遊
び
、
九
尾
の
狐
な

ど
手
の
込
ん
だ
工
夫
が
人

ど
手
の
込
ん
だ
工
夫
が
人

気
。
現
代
で
も
菊
人
形
と
共

気
。
現
代
で
も
菊
人
形
と
共

に
鉢
植
え
の
逸
品
も
展
示
会

に
鉢
植
え
の
逸
品
も
展
示
会

に
並
び
、
日
頃
の
丹
精
を
誇

に
並
び
、
日
頃
の
丹
精
を
誇

っ
て
い
る
。

っ
て
い
る
。

　

加
賀
の
千
代
女
も
詠
む
。

　

加
賀
の
千
代
女
も
詠
む
。

　

菊
さ
い
て
け
ふ
迄
の

　

菊
さ
い
て
け
ふ
迄
の

　

世
話
忘
れ
け
り　

素
園

　

世
話
忘
れ
け
り　

素
園

 

（
千
代
女
の
法
名
）

（
千
代
女
の
法
名
）

　

1717
歳
で
才
能
が
開
花
、

歳
で
才
能
が
開
花
、
2020

歳
で
夫
と
死
別
、

歳
で
夫
と
死
別
、
5252
歳
で
剃

歳
で
剃

髪
し
て
、
句
作
を
続
け
、
有

髪
し
て
、
句
作
を
続
け
、
有

名
な
朝
顔
の
句
は
出
生
地
、

名
な
朝
顔
の
句
は
出
生
地
、

石
川
・
白
山
市
の
「
市
の

石
川
・
白
山
市
の
「
市
の

花
」
に
な
っ
て
い
る
。
心
温

花
」
に
な
っ
て
い
る
。
心
温

ま
る
花
の
句
に
何
か
賞
を
進

ま
る
花
の
句
に
何
か
賞
を
進

呈
し
た
い
の
だ
が
。

呈
し
た
い
の
だ
が
。

　

欄
干
に
の
ぼ
る
や

　

欄
干
に
の
ぼ
る
や

　

菊
の
影
法
師　
　

許
六

　

菊
の
影
法
師　
　

許
六

　鎌倉市中央図書館(☎25･2611)は９月に一般310　鎌倉市中央図書館(☎25･2611)は９月に一般310
冊、児童書47冊を収蔵した。一般的なものは下記の冊、児童書47冊を収蔵した。一般的なものは下記の
通り。通り。
　▼「ＡＩ新時代－富士通エバンジェリストが見　▼「ＡＩ新時代－富士通エバンジェリストが見
据える未来ビジョン」富士通エフ･オー ･エム株式据える未来ビジョン」富士通エフ･オー ･エム株式
会社著　ＦＯＭ出版▼「100年後まで残したい日本会社著　ＦＯＭ出版▼「100年後まで残したい日本
人のすごい名言」齋藤孝著 アスコム▼「私の大往人のすごい名言」齋藤孝著 アスコム▼「私の大往
生」週刊文春編　文春新書▼「女性のいない民主主生」週刊文春編　文春新書▼「女性のいない民主主
義」前田健太郎著　岩波新書▼「リバモアの株式投義」前田健太郎著　岩波新書▼「リバモアの株式投
資術」ジェシー ･ローリストン･リバモア著　バン資術」ジェシー ･ローリストン･リバモア著　バン
ローリング（ウィザードブックシリーズ）ローリング（ウィザードブックシリーズ）
▼「おいしい無印良品。－MUJI FOOD＆DRINK」▼「おいしい無印良品。－MUJI FOOD＆DRINK」

G.B.▼「シニアのための防災手帖」三平洵監修　産G.B.▼「シニアのための防災手帖」三平洵監修　産
業編集センター業編集センター 「スタン・ゲッツー音楽を生き「スタン・ゲッツー音楽を生き
る」ドナルド・Ｌ・マギン著　新潮社る」ドナルド・Ｌ・マギン著　新潮社
　▼「植物はおいしい－身近な植物の知られざる秘　▼「植物はおいしい－身近な植物の知られざる秘
密」田中修著　ちくま新書▼「こんな時英語でなん密」田中修著　ちくま新書▼「こんな時英語でなん
て言う？」デイビッド・セイン著　日経ビジネス人て言う？」デイビッド・セイン著　日経ビジネス人
文庫▼「なぜ女はメルカリに、男はヤフオクに惹か文庫▼「なぜ女はメルカリに、男はヤフオクに惹か
れるのか？－アマゾンに勝つ！日本企業のすごいマれるのか？－アマゾンに勝つ！日本企業のすごいマ
ーケティング」田中道昭　牛窪恵共著　光文社新書ーケティング」田中道昭　牛窪恵共著　光文社新書
　▼「ジャニーズは努力が９割」霜田明寛著　新潮　▼「ジャニーズは努力が９割」霜田明寛著　新潮
新書▼「希林さんといっしょに。」是枝裕和著　ス新書▼「希林さんといっしょに。」是枝裕和著　ス
イッチ・パブリッシング▼「走って、悩んで、見つイッチ・パブリッシング▼「走って、悩んで、見つ
けたこと。」大迫傑著　文藝春秋▼「和の感情ことけたこと。」大迫傑著　文藝春秋▼「和の感情こと
ば選び辞典」学研プラス（ことば選び辞典）▼「大ば選び辞典」学研プラス（ことば選び辞典）▼「大
岡昇平の時代」湯川豊著　河出書房新社岡昇平の時代」湯川豊著　河出書房新社

季
節
の
心

季
節
の
心

佐
伯　

仁

佐
伯　

仁

菊
は
微
笑
む
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第
1414
回
鎌
倉
歌
壇
さ
き
が
け

回
鎌
倉
歌
壇
さ
き
が
け

源
実
朝
公
顕
彰
歌
会

源
実
朝
公
顕
彰
歌
会

　

鎌
倉
朝
日

　
　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　
　

サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　

材
木
座
一
―
一
◯
―
三

　

材
木
座
一
―
一
◯
―
三
七
―
一
◯
三

―
一
◯
三

 

☎

 

☎
2222
―
３
２
３
６

―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　

長
谷
一
―
一
―
九

　
　
　

長
谷
一
―
一
―
九

 

☎

 

☎
2222
―
１
０
０
４

―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
北
鎌
倉

Ａ
Ｓ
Ａ
北
鎌
倉

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

 

☎

 

☎
3838
―
７
３
２
２

―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　

常
盤
二
四
七
―
二

　
　
　

常
盤
二
四
七
―
二

 

☎

 

☎
3131
―
１
４
４
４

―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　

玉
繩
一
―
一
四
―
一

　
　
　

玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎

 

☎
4646
―
６
０
６
８

―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

 

☎

 

☎
3838
―
７
３
２
２

―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

大
船
二
―
二
二
―
一
六
松
栄
ビ
ル
３
Ｆ

 

☎

 

☎
3838
―
７
３
２
２

―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2727
―
８
７
１
６

―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2727
―
８
７
１
６

―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　

藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

　

藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
2222
―
７
４
０
９

―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

　

藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
６
―

０
４
６
６
―
3434
―
６
９
２
４

―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　

逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

　

逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子

　

逗
子
市
沼
間
一
―
四
―
四

　

逗
子
市
沼
間
一
―
四
―
四

 

☎

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
６
８
４
５

０
４
６
―
８
７
１
―
６
８
４
５

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　

三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

　

三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎

 

☎
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